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グループワークのねらいと流れ
ねらい︓内部質保証を⽀えるツールについて現状と課題
を整理し、それらを「継続的改善」のシステムへとつないで
⾏くにはどのようにすればよいかを考える。

個人ワーク（５分程度）︓キーワードをもとに⾃大学で
⾏っている内部質保証を⽀えるツールや活動について現
状と課題を整理する。

グループワーク（50分程度）︓それらのツールや活動に
ついて意⾒交換を⾏い、可能であれば、「継続的改善」の
システムへとつないで⾏くにはどのようにすればよいかを考え
る。最後の５分程度でまとめを⾏ってください。
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グループワークのねらいと流れ
• グループワーク「質保証」
• 個人ワーク

– どのような質保証ツール を実施していますか（３段
階，４段階の階層別や，対象者別など）。それは，
質保証や改善に寄与していますか。（ワークシートあ
り）

• グループワーク
– 学生の成果を測定することが質保証の目的ではない

はず。カリキュラムや授業が改善されていることが目的
であり，その結果，学習成果が伸びるのである。大
学固有の文脈に応じた効果的なツールの使い方と，
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個人ワーク
• どのような質保証ツール を実施していますか（３

階層、４階層の階層別や、対象者別など）。そ
れは，質保証や改善に寄与していますか。

• 次スライドのキーワードを３つ選び、それらについ
て整理してください。（スライド５）
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教育の質保証に用いるツール・活動5
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１）教育目標の確認 ２）３ポリシーの整理 ３）指標、数値目標等の設定
４）成績不振者等の分析 ５）学修評価指標、ルーブリック等の活用
６）ポートフォリオ（学生の学修経験の蓄積）等による検証
７）成績データの分析 ８）シラバスの点検 ９）学生調査（学生生活）
10）学生調査（学業） 11）授業アンケートの分析
12）授業の自己点検評価の実施 13）教育プログラム単位でのFDミー
ティングの実施 14）学部FD研修会の実施 15）卒業時調査
16）卒業生調査 17）雇用先アンケート
18）当該分野の専門家による外部評価 19）教員相互の授業参観
20）授業評価アンケート結果の検証
21）教育プログラム及び授業レベルの検証システムの全学的検証
22）ＩＲ組織の活用 23）教育改善に必要なデータの所在把握
24）教員の教育業績評価 25）教育開発やFDに関する専門家の配置
26） 学生からの組織的な意⾒聴取 27）学外者からの組織的な意⾒聴取
28）大学全体に対する外部評価 29）その他



教育の質保証ツール・活動 6
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質保証に用いる
ツール・活動

現状・課題 質の保証に
寄与しているか︖



グループワークの内容
1. 各大学がどのようなツールや活動で教育の内部質保

証を進めているのか知ろう。
2. それらの活動がどうすれば、組織的活動や継続的活

動になるのかを考えよう。（実際にその指揮を執るの
は、役職者や教育改善の担当部署（IEオフィス等）
なので、そこに対して、何ができるのか、という議論でも
可）
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グループワークのまとめ
• 各ファシリテータで５分程度でまとめを⾏ってください。
• 時間の関係で各班での議論内容については、この時間

中に共有できないので、後日、このまとめをwebサイトに
公開します。

• 可能な範囲でみなさんが選んだツール・活動について控
えておいてください。

• 個人ワークのシートは各⾃お持ち帰りください。
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